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▲
�

旗
び
ら
き
で
決
意
を
述
べ

る
松
井
こ
う
じ
さ
ん

▲

多
く
の
来
賓
や
組
合
員
が
参
加
し
盛
大
に
行
わ
れ
た

２
月
１１
日
㈰
１０
時
～・宇
治
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
講
演
】「
遊
び
を
通
し
て
子
ど
も
と
の
関
わ
り
方
を
考
え
る
」

【
講
師
】三
浦
正
人
さ
ん（
京
都
市
御
室
児
童
館
館
長
）

保
育
所・学
童
保
育・幼
稚
園・児
童
館
職
員

京
都
府
南
部
学
習
交
流
集
会

▲市長選に向けた思いを訴える松井こうじさん

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
に

発
生
し
た「
能
登
半
島
地
震
」

に
よ
り
被
災
さ
れ
た
み
な
さ

ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
。
自
治
労
本
部
は
１

月
１１
日
、
石
上
委
員
長
が
松

本
総
務
大
臣
と
会
談
し
、「
能

登
半
島
地
震
」
に
対
す
る
支

援
と
現
場
で
奮
闘
す
る
組
合

員
を
支
え
る
観
点
か
ら
、
以

下
の
通
り
要
請
を
行
っ
た
。

　

①
通
常
業
務
に
加
え
て
長

時
間
労
働
が
想
定
さ
れ
る
た

め
的
確
な
勤
務
時
間
の
記
録

の
も
と
労
働
安
全
衛
生
面
の

手
立
て
を
講
じ
る
こ
と
。
ま

た
、
労
災
防
止
の
観
点
か
ら

積
極
的
な
対
応
を
行
う
こ
と
。

　

②
被
災
自
治
体
で
の
職
員

の
勤
務
実
態
に
見
合
っ
た
適

切
な
超
過
勤
務
手
当
支
給
も

含
め
、災
害
対
応
・
復
旧
業
務

に
対
す
る
財
源
確
保
な
ど
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

　

③
被
災
自
治
体
の
職
員
に

か
か
る
惨
事
ス
ト
レ
ス
へ
の

対
応
の
た
め
、
保
健
師
等
の

専
門
職
員
派
遣
に
よ
る
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
対
策
を
実
施
す
る

こ
と
。

　

④
被
災
自
治
体
に
か
か
る

調
査
・
照
会
業
務
な
ど
各
府

省
と
連
携
し
、
通
常
業
務
の

軽
減
措
置
を
は
か
る
こ
と
。

加
え
て
、
申
告
業
務
、
課
税

業
務
を
は
じ
め
と
す
る
延
期

可
能
な
業
務
の
対
策
を
講
じ

る
こ
と
。

　

⑤
被
災
自
治
体
の
被
害
規

模
と
体
制
を
明
ら
か
に
し
た

支
援
体
制
の
構
築
並
び
に
中

　

府
本
部
は
１
月
１１
日
、
２

０
２
４
年
新
年
旗
び
ら
き
を

リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
京

都
で
開
催
。来
賓
や
組
合
員
、

府
本
部
執
行
部
ら
１
６
３
人

が
出
席
し
た
。

　

開
会
前
に
、
自
治
労
京
都

市
職
が
協
力
し
、
本
部
現
評

が
製
作
し
た「
あ
り
っ
た
け
の

現
場
力（
清
掃
版
）」を
上
映
。

清
掃
職
場
の
業
務
や
思
い
を

参
加
者
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
岡
本

執
行
委
員
長
は
、
能
登
半
島

地
震
等
で
大
変
な
状
況
を
鑑

み
、
哀
悼
の
意
を
表
明
し
、

自
治
労
が
取
り
組
む
被
災
者

支
援
の
災
害
特
別
カ
ン
パ
へ

の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
多

数
の
来
賓
や
組
合
員
の
参
加

に
感
謝
を
述
べ
た
後
、
取
り

巻
く
状
況
と
課
題
に
ふ
れ
、

「
府
本
部
の
最
重
点
課
題
は

組
織
の
強
化
拡
大
。
２
０
２

長
期
的
展
望
に
た
っ
た
人
的

支
援
を
行
う
こ
と
。

　

自
治
労
は
引
き
続
き
、
被

災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・

復
興
、
そ
し
て
昼
夜
を
問
わ

ず
懸
命
に
奮
闘
す
る
被
災
自

治
体
職
員
・
組
合
員
の
た
め
、

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
府
本
部
は
被
災
者

４
春
闘
に
向
け
、
す
べ
て
の

単
組
で
組
合
員
の
声
を
集
め

る
取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
平
和
の
課
題
も
重

要
。
戦
争
が
で
き
る
国
へ
舵

を
取
る
政
府
に
対
し
、
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
結
集
し
、
軍

拡
反
対
の
た
た
か
い
を
進
め

よ
う
」
と
話
し
た
。
最
後
に

２
月
４
日
投
開
票
の
京
都
市

長
選
挙
に
つ
い
て
、「
府
本

部
が
推
薦
す
る
松
井
こ
う
じ

さ
ん
は
、
身
を
切
る
改
革
で

は
な
く
、
公
共
人
材
の
確
保

が
必
要
と
訴
え
て
い
る
。
松

井
さ
ん
の
必
勝
を
め
ざ
し
主

体
的
に
活
動
を
進
め
よ
う
」

支
援
の
た
め
、
自
治
労
の
災

害
特
別
カ
ン
パ
に
取
り
組

む
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
カ

ン
パ
の
拠
出
先
お
よ
び
配
分

に
つ
い
て
は
、
被
災
県
本
部

と
の
協
議
の
も
と
自
治
労
本

部
で
決
定
さ
れ
る
。
各
単
組

・
組
合
員
の
協
力
を
お
願
い

し
た
い
。

　

立
憲
民
主
党
は
１
月
８

日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
京
都
で
京
都
市
長
選
挙
に

向
け
松
井
こ
う
じ
さ
ん
と
語

る
会
を
開
催
。
３
５
０
人
を

超
え
る
支
援
者
が
集
ま
り
、

自
治
労
組
合
員
も
多
数
参
加

と
訴
え
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
を
代
表
し

て
原
連
合
京
都
会
長
、
義
本

府
労
働
政
策
室
長
、
門
川
京

都
市
長
、
福
山
立
憲
民
主
党

府
連
会
長
な
ど
か
ら
祝
辞
と

連
帯
の
あ
い
さ
つ
を
受
け

た
。
京
都
市
長
選
に
立
候
補

す
る
松
井
こ
う
じ
予
定
候
補

が
「
地
域
の
中
で
公
の
た
め

に
働
く
人
こ
そ
日
本
の
国
の

強
さ
。
自
助
・
共
助
・
公
助

の
枠
組
み
を
立
て
直
し
、
本

当
の
意
味
で
市
民
が
主
役
の

京
都
市
を
創
り
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

　

近
畿
地
連
の
佐
賀
副
議
長

し
た
。
集
会
で
は
福
山
府
連

会
長
や
泉
党
代
表
、
山
井
衆

議
院
議
員
等
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
松
井
こ
う
じ
さ
ん
が
京

都
市
長
選
挙
に
向
け
た
思
い

を
語
っ
た
。

　

松
井
さ
ん
は
、「
官
僚
時

に
よ
る
献
杯
後
に
は
、
党
代

表
や
国
会
議
員
、
自
治
体
議

員
連
合
や
各
級
議
員
か
ら
あ

い
さ
つ
が
行
わ
れ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
５
類
移
行
し

て
は
じ
め
て
の
旗
び
ら
き
と

な
り
、
来
賓
の
皆
様
と
の
歓

談
や
単
組
間
の
交
流
な
ど
、

終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の

中
会
は
進
ん
だ
。
単
組
紹
介

代
か
ら
持
論
で
あ
る
『
新
し

い
公
共
』。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

は
大
事
だ
が
、
硬
直
的
な
中

央
集
権
で
は
当
事
者
意
識
を

持
ち
に
く
く
、
人
々
の
生
活

の
本
当
の
苦
し
さ
や
痛
み
が

わ
か
り
に
く
い
国
の
在
り
方

に
な
っ
て
い
る
。
行
政
組
織

を
変
え
、
も
っ
と
地
域
に
密

着
し
、
地
域
の
自
助
・
共
助

・
公
助
を
立
て
直
す
こ
と
が

こ
の
国
の
社
会
、
京
都
を
変

え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
消

防
官
や
警
察
、介
護
や
福
祉
、

教
員
な
ど
公
に
い
る
人
達
の

身
を
切
る
改
革
と
称
し
て
叩

く
の
は
や
め
た
方
が
い
い
。

む
し
ろ
、
公
務
で
働
く
職
員

を
元
気
づ
け
、
や
る
気
に
さ

せ
る
の
が
自
治
体
の
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
だ
。
未
来
に
向
け

て
京
都
市
を
新
し
い
住
民
参

加
型
の
行
政
に
す
る
た
め
が

ん
ば
り
た
い
」
と
決
意
を
訴

え
た
。

で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
組
の
活

動
や
課
題
が
報
告
さ
れ
、
最

後
に
森
本
副
委
員
長
の
力
強

い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会

と
な
っ
た
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
府
本
部

は
、
仲
間
、
職
場
、
地
域
を

守
る
労
働
組
合
の
基
本
的
役

割
を
再
認
識
し
、
諸
課
題
に

全
力
で
取
り
組
む
。

　

冬
の
京
都
を
楽

し
み
な
が
ら
普
段

見
学
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
庭
園
や

襖
絵
、
建
築
な
ど

様
々
な
文
化
財
が
、
期
間
限

定
で
特
別
公
開
さ
れ
る
「
第

５８
回
京
の
冬
の
旅
」
が
１
月

６
日
か
ら
始
ま
っ
た
▼
今
回

は
、今
年
の
干
支
で
あ
る「
辰

年
」
と
「
紫
式
部
と
源
氏
物

語
」
を
テ
ー
マ
に
、
紫
式
部

所
縁
の
蘆
山
寺
や
双
龍
の
襖

絵
が
見
ど
こ
ろ
の
泉
涌
寺
雲

龍
院
を
含
む
１５
か
所
が
楽
し

め
る
。特
に
お
勧
め
な
の
が
、

金
閣
寺
や
銀
閣
寺
の
本
山
で

あ
る
相
国
寺
。
こ
こ
の
法
堂

の
天
井
に
描
か
れ
て
い
る

「
蟠
龍
図（
ば
ん
り
ゅ
う
ず
）」

は
鳴
き
龍
と
し
て
も
有
名
。

一
度
は
龍
の
鳴
き
声
（
？
）

を
聞
く
の
も
一
興
で
あ
る
▼

外
国
人
観
光
客
が
一
度
は
訪

れ
た
い
と
思
う
人
気
観
光
地

「
京
都
」。
こ
の
文
化
あ
ふ

れ
る
京
都
の
舵
取
り
役
を
決

め
る
京
都
市
長
選
挙
が
間
も

な
く
告
示
日
を
迎
え
る
。
府

本
部
は
「
文
化
首
都
京
都
を

創
る
会
」
の
「
松
井
こ
う
じ
」

さ
ん
を
推
薦
し
、
必
勝
に
向

け
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

▼
桜
や
紅
葉
と
い
っ
た
自

然
、
文
化
財
や
伝
統
文
化
・

産
業
な
ど
の
奥
深
い
京
都
の

魅
力
を
後
世
に
紡
い
で
い
く

た
め
、
組
合
員
の
力
を
合
わ

せ
２
月
４
日
に
は
「
松
井
こ

う
じ
」
さ
ん
を
昇
り
龍
に
し

よ
う
。�

（
英
）

※各単組・組合員のご協力をお願いします。

任意
（組合員一人500円目標）

カンパ
金額

第1次集約…2月9日（金）
第2次集約…2月22日（木）

府本部
集約日

―能登半島地震被災者支援―

「災害特別カンパ」に
ご協力を！

組織強化、京都市長選に全力組織強化、京都市長選に全力
府本部2024旗びらきを開催

公
務
で
働
く
人
た
ち
を
元
気
に

能
登
半
島
地
震
への
対
応
を
要
望

府
本
部
推
薦 「
松
井
こ
う
じ
」さん
が
訴
え

京都市長
選挙

自
治
労
委
員
長
が
総
務
大
臣
に
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府
本
部
女
性
部
は
１１
月
２

日
、
第
６１
回
定
期
大
会
を
京

都
経
済
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。

７
単
組
３５
人
が
参
加
し
た
。

　

は
じ
め
に
岩
本
女
性
部
長

が
主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
の
後
、
い
た
だ
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
披
露
し
た
。
次

に
こ
の
一
年
間
の
活
動
を
振

り
返
り
経
過
報
告
を
行
い
、

各
単
組
か
ら
活
動
報
告
を
受

け
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
が

落
ち
着
い
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
バ
ス
ツ
ア
ー
や
演
劇
鑑

賞
な
ど
組
合
員
の
親
睦
を
深

　

自
治
労
が
設
立
し
た
国
際

協
力
団
体
・
エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ

ン
が
実
施
す
る
リ
サ
イ
ク
ル

募
金
「
捨
て
ず
に
ぐ
る
り

と
」。

　
「
ぐ
る
り
と
。」
は
、
切
手

や
書
損
じ
ハ
ガ
キ
を
は
じ

め
、
本
、
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、

ゲ
ー
ム
や
要
ら
な
く
な
っ
た

骨
と
う
品
や
ブ
ラ
ン
ド
品
、

懐
か
し
の
お
も
ち
ゃ
な
ど
、

不
要
品
を
捨
て
ず
に
「
国
際

協
力
」
に
活
か
す
新
し
い
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
。

　

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
へ
の
寄

贈
品
は
、
日
本
の
専
門
業
者

を
通
じ
て
換
金
さ
れ
、
ア
ジ

ア
で
の
支
援
活
動
に
生
か
さ

れ
る
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
が
で
き
る
、
気
軽
な
国

際
協
力
「
ぐ
る
り
と
」。
引

越
し
や
断
捨
離
、
大
掃
除
な

ど
で
自
宅
を
す
っ
き
り
さ
せ

て
、
支
援
活
動
で
心
も
す
っ

き
り
で
き
る
。

め
る
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
の
単

組
で
開
催
で
き
た
。

　

活
動
方
針
で
は
、
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
、
役
員
の

人
材
育
成
、
交
流
会
の
開
催

や
反
戦
・
平
和
行
動
な
ど
に

積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

提
案
し
、
全
議
案
が
全
員
の

拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。
旧
役

員
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
に
感

謝
の
拍
手
を
行
い
、
新
役
員

体
制
で
は
、
部
長
に
京
田
辺

市
職
の
村
城
安
美
さ
ん
を
選

任
し
た
。

　

村
城
新
女
性
部
長
は
「
慣

れ
な
い
部
分
も
多
々
あ
る
か

と
思
う
が
、
精
一
杯
が
ん
ば

る
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
」
と
新
体
制
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

ご
家
庭
や
職
場
、
学
校
な

ど
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

　

府
本
部
社
福
評
は
１２
月
６

日
、
ゆ
め
り
あ
う
じ
で
２
０

２
４
年
度
総
会
を
開
催
。
８

単
組
１７
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
寺
田
議
長
が
「
コ

ロ
ナ
禍
も
５
類
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
少
し
ず
つ
以
前
の
姿

を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
。
こ

う
い
う
時
だ
か
ら
こ
そ
働
き

い
。
詳
し
く
は
「
エ
フ
ァ
ジ

ャ
パ
ン
」
で
検
索
を
。

や
す
い
職
場
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
活
動
を
見
直
し
な
が
ら

労
働
環
境
の
改
善
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
。
組
合
活
動
に
お

い
て
は
活
動
や
職
場
の
課
題

な
ど
対
面
で
共
有
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

ウ
ェ
ブ
の
手
法
も
取
り
入
れ

つ
つ
組
合
員
の
声
を
集
結
し

　

府
本
部
女
性
部
・
青
年
部

は
１２
月
８
日
、
四
条
河
原
町

交
差
点
に
お
い
て
平
和
な
世

界
を
め
ざ
す「
８
の
日
行
動
」

を
実
施
。
７
単
組
１１
人
（
内

女
性
８
人
）
が
参
加
し
た
。

　

８２
年
前
の
１２
月
８
日
、
太

て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
府
本
部
の
川
戸
副
委

員
長
か
ら
激
励
を
受
け
た
。

　

議
事
に
入
り
、
２
０
２
３

経
過
報
告
と
２
０
２
４
活
動

方
針
を
提
起
。
感
染
症
法
上

の
位
置
づ
け
の
移
行
に
よ
り

平
時
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、

社
会
福
祉
職
場
の
実
態
と
課

題
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
・
介
護
・
障
が
い
者

・
生
活
保
護
・
児
童
虐
待
等

の
分
野
別
の
課
題
に
対
し

て
、
自
治
労
本
部
と
連
携
し

て
必
要
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
く
こ
と
を
提
案
し
、
全

体
の
拍
手
で
承
認
し
た
。

　

２
０
２
４
年
度
役
員
体
制

の
承
認
後
、
最
後
に
武
田
事

務
局
長
の
団
結
が
ん
ば
ろ
う

で
締
め
く
く
っ
た
。

平
洋
戦
争
が
開
戦
し
、
多
く

の
命
が
失
わ
れ
た
。
か
け
が

え
の
な
い
命
を
奪
う
戦
争
を

二
度
と
起
こ
さ
な
い
よ
う
、

こ
の
事
実
を
た
く
さ
ん
の
人

に
知
っ
て
も
ら
い
、
戦
争
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た

め
、
街
頭
に
立
ち
反
戦
の
思

い
を
語
り
か
け
た
。
マ
イ
ク

を
手
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
形
式

で
演
説
を
行
い
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
パ
ネ
ル
に
載
せ
て
訴

え
、
道
行
く
人
の
目
を
留
め

た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
行
き
交

う
中
で
外
国
人
観
光
客
も
何

組
も
足
を
止
め
、
活
動
の
様

子
を
カ
メ
ラ
に
収
め
て
い

た
。
短
時
間
で
の
取
り
組
み

で
は
あ
っ
た
が
、
平
和
な
日

常
は
当
た
り
前
で
あ
る
よ
う

で
当
た
り
前
で
は
な
い
こ

と
、
世
界
の
ど
こ
か
で
争
い

が
あ
り
、
苦
し
ん
で
い
る
人

が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
少
し

で
も
感
じ
、
考
え
て
い
た
だ

く
き
っ
か
け
を
与
え
ら
れ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
戦

争
に
つ
い
て
考
え
、
平
和
な

世
界
を
今
後
も
め
ざ
し
て
い

く
。

書き損じはがきや古本、ゲームなどの不要品で国際協力を

戦争のない平和な世界を

社会福祉職場の課題解決へ社会福祉職場の課題解決へ
本部と連携して取り組みを本部と連携して取り組みを

社福評定期総会

組合員同士の交流の場を
女性部定期大会

8の日行動で市民に訴え女性部
青年部

エファジャパンの
リサイクル募金「捨てずにぐるりと。」「捨てずにぐるりと。」

4月の新規採用者を仲間に

府本部仲間づくりセミナー府本部仲間づくりセミナー
Jichiro Kyoto 2024 ユニオンカレッジ

日　時 2月17日（土）13:30開会 ※�セミナー終了後は楽しく交流会。

場　所 京都商工会議所7-C・D会議室

参加対象 各単組役員・組織担当・青年部・
女性部・ユニオンカレッジ登録者

内　容 実践「公務員版人生ゲーム」
講師：松江市職ユニオン
　　　　　　 丹羽野氏、近藤氏

※参加申込は各所属の組合まで。

自治労きょうと 2 0 2 4 年 1月1 5日 （第三種郵便物認可） 第 8 7 2 号（ 2 ）　


